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生まれ変わりの信念が
心理的な危機に陥った
子どもに及ぼす影響

人間環境大学 宮田延実

第３回応用心理測定研究会
2020/02/22 関西大学

研究の背景

「人は死んでも生まれ変われる」

⇒ 小学校高学年15.4%

⇒ 中学生18.5%

「生と死のイメージ」に関する意識調査
長崎県教育委員会（2005）
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子どもの考える「死」とは

児童期あたりから体の機能は停止
再び生き返ることは出来ない死の現実的意味
死は自分にも起こり得ると考える

やがて

死後の世界ヘの想像、願望、希望
年齢が高くなるにつれて「生まれかわり思想」
の増加が目立つ

(仲村、1994)

子どもの自死

いじめを訴えた遺書
北海道滝川市の小学校6年女子

（文部科学省，2006）

学校の統廃合の中止を訴えた
大阪府の小学校5年男子

（日本経済新聞，2013）

※ 何かを訴えるための手段として、自分の命を
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Adler，A(1996)

⇒ 自殺には「復讐と告発」といった目的がある

Shneidman,E.S. (1993)

⇒ 選択の余地がなくなると、自死実行の可能性

※ 大人に比べて問題解決や目的達成の選択肢が
限られる。

いじめ、叱責などによる心理的な危機で

自死を復讐や告発のための手段とする危うさ

現実検討能力の低さ

生まれ変わりを信じることによって，解決選択
余地を狭めてしまうことになりはしないか
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研究の目的

生まれ変わりを信じる子どもがいじめ等の心理
的な危機に陥ったとき，どんな心理的なメカニズ
ムが働くのか？

⇒ 生まれ変わりを信じる子どもと信じない子ど
もによるパス解析によって比較

2015年の調査 X県T小

対象：第4学年～第6学年
(4年54名，5年40名，6年58名)計152名

生まれ変わる：44名(28.9%)

分からない：23名(15.1%)

生まれ変わらない：85名(55.9%)
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Table 1  生まれ変わらない群と生まれ変わる群の各質問項目の平均値 

  
(a) 生 ま れ 変

わらない 

(b)どちらで

もない 

(c)生まれ変

わる 
 F 値 多重比較 

 n=85 n=23 n=44     

学校は楽しい 2.82(0.41) 2.96(0.21) 2.82(0.39) 1.21(2,149)   

登校したくないことがあった 1.51(0.78) 1.48(0.73) 1.80(0.88) 2.13(2,149)   

いじめられたことがある 1.68(0.88) 1.30(0.64) 1.57(0.82) 1.19(2,149)  

いじめをしたことがある 1.30(0.61) 1.09(0.42) 1.59(0.84) 4.91(2,149)* (a),(b)＜(c)  

死にたいと思ったことがある 1.38(0.74) 1.35(0.71) 1.48(0.82) 0.32(2,149)  

家でほめられることが多い 2.22(0.76) 2.43(0.59) 2.02(0.79) 2.41(2,149)   

                                                                     ( )は標準偏差       * p＜.05   
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生まれ変わりを信じる子

・学校が楽しくても登校渋りを抑制しない
・いじめの加害経験がある
・いじめられると死にたい思いになりやすい
・家で褒められると死にたい思いが和らぐ

生まれ変わらないと思う子
・学校が楽しいと登校渋りは抑制される

生まれ変わりを信じる子どもの特徴

いじめられには敏感で「死にたい思い」を抱き
やすい

家でほめられる体験は「死にたい思い」を緩和
する

「死にたい思い」があっても表面化しにくいの
で察知するためには細心の注意が必要
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